
学校だより １ 月号

一中だより
う きうきわくわくをもっと増やして
さ いこう(最高)だ！と叫びたくなる一年にして
ぎ らぎらした情熱のある一中にしましょう！

校長 小 沢 進

新年明けましておめでとうございます。今年も新年の幕開けをみなさんとともに
迎えることができました。
ご承知のように、今年は卯年（うどし）、いわゆる兎（ウサギ）年で、十二支で

は４番目に数えられます。そして卯は、時刻でいえば午前５時から７時までの２時
間を、方角でいえば東をさします。ウサギというと、みなさんはどんなイメージを
もたれるでしょうか。生態としては、ウサギは草食動物で、警戒心が強く、早朝や
夕方に活発に活動します。そのイメージとしては、おとなしい、かわいい、小心者、
臆病、あるいは悪賢い……などなど、実に幅広いのではないかと思います。
古来より、ウサギは狩猟・捕獲の対象であり、食肉としても用いられてきました。

人間にとって身近な存在であったからこそ、ウサギに対してはさまざまな見方があ
り、ウサギの特徴を捉えた慣用句も多く存在します。例えば、「ウサギの耳」とい
えば、地獄耳のことですし、「ウサギの昼寝」は、油断をして思わぬ失敗をすること、「ウサギの上り坂」
なら、物事が早く順調に進むこと、「兎に祭文（さいもん）」なら、いくら説いて聞かせても一向に効果が
ないことを意味します。あくまで人がウサギに対してもつイメージを踏まえたものですから、ウサギには迷
惑な話かもしれませんが、こうしてみると、ウサギはとても人間的な動物だと言えそうです。はじめにも紹
介しましたが、卯の刻は午前５時から７時までの２時間をさします。まさに、日の出とともに一日が始まる
時間帯です。夜が明けて一日が始まり、そして新しい年が始まりました。ウサギには「跳ねる」という特徴
があるため、卯年は景気が良くなる年ともいわれています。ウサギが跳ねるように高い目標に向かって飛躍
し、第一中学校が力強く成長していく、そんな一年にしていきたいと思っています。
保護者の皆様、地域の皆様には今年も昨年同様、第一中学校に対してのあたたかいご支援・ご協力を賜り

ますようお願いいたします。

目黒区立第一中学校

校 長 小沢 進

１月行事予定
日 曜 予 定 日 曜 予 定
１ 日 元日 １７ 火 専門委員会
２ 月 １８ 水 都立推薦出願期間終
３ 火 １９ 木 ２年校外学習前日指導 補充教室
４ 水 教育活動停止日 ２０ 金 ２年校外学習 １年職業人講話等 補充教室
５ 木 教育活動停止日 ２１ 土
６ 金 冬季休業日終 ２２ 日
７ 土 ２３ 月 代表委員会 学校評議員会
８ 日 ２４ 火
９ 月 成人の日 ２５ 水 展示係会
１０ 火 朝礼 安全指導 ２６ 木 都立推薦検査日 補充教室
１１ 水 補充教室 ２７ 金 都立推薦検査日 学校給食運営協議会 補充教室
１２ 木 都立推薦出願期間始 補充教室 ２８ 土
１３ 金 英語検定 補充教室 ２９ 日
１４ 土 ３０ 月 生徒会朝礼 避難訓練
１５ 日 ３１ 火
１６ 月

http://www.meguro.ed.jp/swas/index.php?id=1320020


仁地 初音 泉 沙季 佳作

清水桃奈 努力賞

１２月７日（水）人権週間であるこの日に、目黒地
区人権擁護委員の松村由紀子さんを講師に迎え、「気
づくことから一歩が始まる」をテーマに人権講話を
行いました。

《生徒の感想》
・「人の足を踏まない、踏まれない」という言葉を心に留めて生活をして
いきたいです。人にされて嫌なことは人にしない、という当たり前の
ことだからこそ忘れがちで、とても身近でとても大切なものだと思い
ました。

・私は今回の人権講話から、今よりももっと一人ひとりが自由に過ごせることができる世の中になって
ほしいと思います。動画やお話を聞き、尊重されなければならない人権を軽く見ている人がいること
を知り、とても残念に思いました。私たちの未来をよいものにするために、自分から行動し、決めて
いこうと思いました。

１2月1５日（木）、一中の体育館に落語家の柳家やな
ぎさんをお招きして、普段聞くことのできない生の落
語を楽しみました。扇子を箸に例えたり、手ぬぐいを
書物に例えたりと、言葉だけでなく落語の奥深さを感じることができました。最後に「転失気」というお話
をしていただきましたが、生徒のみなさんも話しに引き込まれていました。

２年 守屋 正翔さん

目黒区では、薬物乱用防止ポスターと標語を募集し、受賞作品を
カレンダーにしています。
一中からは、守屋正翔さんの作品が載りました。

１年生川越校外学習 １２月８日（金）

喜多院

ご当地焼きそば


